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けんこう家族１００号の歩み

皆
様
、
い
つ
も
「
け
ん
こ

う
家
族
」
を
ご
愛
読
下
さ
り
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

前
回
の
「
け
ん
こ
う
家
族
」

は
１
月
の
発
行
で
し
た
の
で
、

新
年
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
丁
度

１
０
０
号
記
念
号
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
本
紙
の
歩
み

を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
け
ん
こ
う
家
族
」
は
読

者
の
方
々
の
健
康
増
進
の
た

め
の
情
報
、
例
え
ば
、
話
題

の
疾
患
や
季
節
の
疾
患
、
日

常
の
健
康
法
な
ど
を
中
心
に
、

病
院
の
紹
介
も
兼
ね
て
、
東

京
逓
信
病
院
が
発
行
し
て
い

る
健
康
の
た
め
の
情
報
紙
で

す
。
昭
和
５９
年
４
月
に
第
１

号
が
発
刊
さ
れ
、
爾
来
、
２７

年
間
、
皆
様
に
支
え
ら
れ
て

無
事
、
第
１
０
０
号
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
京
逓
信
病
院
は
昭
和
１３

年
に
設
立
さ
れ
今
年
２
月
で

７３
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
現

在
の
病
院
の
建
物
は
昭
和
５７

年
に
新
築
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た

も
の
で
す
。「
け
ん
こ
う
家

族
」
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
、

そ
の
２
年
後
の
こ
と
で
す
。

当
時
の
病
院
長
は
渡
辺
恒
彦

先
生
で
、
安
田
健
司
事
務
長

を
編
集
委
員
長
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
病
院

を
広
く
知
っ
て
頂
く
こ
と
も

意
識
し
て
い
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
発
刊
２
年
後
の
昭

和
６１
年
に
東
京
逓
信
病
院
は

郵
政
の
職
域
病
院
か
ら
、
ど

な
た
に
も
ご
利
用
頂
け
る
よ

う
に
一
般
開
放
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
変
化
に
伴
っ
て
、

「
け
ん
こ
う
家
族
」
は
地
域

の
方
々
と
当
院
を
結
ぶ
絆
の

役
割
も
担
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
「
け
ん
こ
う
家
族
」、

初
め
の
う
ち
は
年
３
号
の
年

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現

在
は
年
に
４
号
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
平
成
１９
年
の
郵
政

民
営
化
ま
で
は
郵
政
職
員
の

た
め
に
郵
便
局
な
ど
に
も
送

付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
民

営
化
後
は
そ
れ
が
無
く
な
り
、

現
在
は
主
と
し
て
当
院
を
ご

利
用
下
さ
っ
て
お
ら
れ
る
患

者
の
皆
様
や
ご
家
族
の
方
々
、

当
院
と
連
携
し
て
頂
い
て
い

る
ド
ク
タ
ー
や
医
療
機
関
、

近
隣
の
病
院
な
ど
に
ご
活
用

頂
い
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
健
康
に
過
ご
し
て

い
頂
く
た
め
に
は
ど
の
様
な

情
報
が
良
い
の
か
、
読
者
の

皆
様
の
ニ
ー
ズ
は
何
な
の
か

な
ど
に
つ
い
て
、
毎
号
、
編

集
委
員
会
で
知
恵
を
出
し

合
っ
て
企
画
致
し
て
お
り
ま

す
。
医
療
や
医
学
、
看
護
、

検
査
な
ど
の
情
報
の
ほ
か
新

任
の
医
師
の
紹
介
、
各
診
療

科
の
得
意
技
、
新
し
い
機
器

の
状
況
、
当
院
ご
利
用
の
ご

案
内
な
ど
を
適
宜
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

ご
愛
読
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

過
去
３
年
間
分
の
「
け
ん

こ
う
家
族
」
は
当
院
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
「
健
康
情
報
」

の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
さ
れ

る
と
ご
覧
頂
け
ま
す
。
本
紙

に
ご
要
望
な
ど
御
座
い
ま
し

た
ら
、
遠
慮
な
く
編
集
委
員

会
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
皆
様

に
永
く
愛
さ
れ
る
情
報
紙
と

し
て
活
用
頂
け
る
よ
う
、
ご

意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
内

容
を
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
所
存

で
す
。

Vol.

１００

東京逓信病院は�日本医療機能
評価機構が実施する病院機能評
価の認定病院です。

認定第 J C 2 1 5 号

当
科
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
、
肥
満
症
、
糖
尿
病
や
脂
質

異
常
症
な
ど
の
代
謝
疾
患
お
よ
び
、

甲
状
腺
、
下
垂
体
や
副
腎
な
ど
の
内

分
泌
疾
患
を
中
心
に
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○

代
謝
疾
患
は
、
国
の
本
格
的
取

り
組
み
や
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
よ
り
、

爆
発
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
普
及
に

よ
り
早
初
期
に
診
断
さ
れ
易
く
な
っ

た
も
の
の
、
自
覚
症
状
が
乏
し
い
た

め
に
放
置
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う

で
す
。
当
科
で
は
、
糖
尿
病
や
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
教
育
入

院
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
起
こ
り
得

る
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
予
防
す
る

た
め
に
、
早
め
に
入
院
を
し
て
い
た

だ
き
、
３
人
の
糖
尿
病
専
門
医
と
１４

人
の
糖
尿
病
療
養

指
導
士
に
よ
る

チ
ー
ム
医
療
で

個
々
の
患
者
さ
ま

の
病
態
の
解
明
、

治
療
方
針
の
決
定

な
ど
、
き
め
細
か

な
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○

内
分
泌
疾
患

は
、
甲
状
腺
疾
患
を
除
く
と
、
稀
な

特
殊
な
疾
患
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

当
科
で
は
３
人
の
内
分
泌
代
謝
専
門

医
に
よ
る
高
度
の
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
に
、
内
分

泌
性
高
血
圧
が
あ
り
ま
す
。
従
来
、

た
だ
の
高
血
圧
症
と
さ
れ
て
い
た
も

の
の
５
―
１０
％
が
内
分
泌
性
高
血
圧

（
多
く
が
副
腎
な
ど
の
異
常
に
よ
る

ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症；

推
定
６０
万

人
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
手
術
に

よ
り
治
る
高
血
圧
症
で
す
。
５０
歳
以

下
の
高
血
圧
の
方
は
是
非
精
密
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○

そ
の
他
、
高
度
肥
満
症
、
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
、
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
、
高
尿
酸
血
症
、
な
ど

に
つ
い
て
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

そ
も
そ
も
�
血
液
内
科
�
っ
て

ど
ん
な
病
気
を
み
る
と
こ
ろ
？
と

思
わ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

総
合
病
院
な
ら
ば
ど
こ
に
で
も
あ

る
科
で
は
な
い
の
で
、
耳
慣
れ
な

く
て
当
然
で
す
。
血
液
内
科
は
主

に
造
血
細
胞
（
白
血
球
、
赤
血
球
、

血
小
板
）
の
病
気
を
み
る
と
こ
ろ

で
す
。
最
も
有
名
な
病
状
は
貧
血

で
し
ょ
う
か
。
貧
血
と
は
赤
血
球

の
中
に
含
ま
れ
る
色
素
（
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
）
の
濃
度
が
低
い
こ
と
を

い
い
ま
す
。

一
口
に
貧
血
と
い
っ
て
も
原
因

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
れ
を
調
べ
て

治
療
す
る
の
が

血
液
内
科
で
す
。

他
に
は
白
血
病

や
悪
性
リ
ン
パ

腫
と
い
っ
た
造

血
器
の
悪
性
腫

瘍
を
専
門
に
し

て
い
ま
す
。
血

液
内
科
が
担
当
す
る
病
気
は
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
が
出
る
の
で
、
他
の

科
を
受
診
し
て
検
査
を
し
た
ら
血

液
内
科
に
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
健
康
診
断
で
貧
血
や
白
血
球

の
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
、
リ
ン
パ

節
が
腫
れ
て
大
き
く
な
っ
て
く
る

と
い
っ
た
時
に
血
液
内
科
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
あ
ま
り
有
名
で

な
い
病
気
が
多
い
の
で
体
の
仕
組

み
を
含
め
て
丁
寧
に
説
明
し
、
病

気
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
心
が
け
て
診
療
を
し
て
お
り

ま
す
。

神
経
内
科
で
は
、
脳
、
脊
髄
、

末
梢
神
経
、
筋
肉
に
わ
た
る
神
経

疾
患
・
筋
疾
患
を
幅
広
く
診
療
し

て
い
ま
す
。
ま
た
神
経
内
科
の
な

い
医
療
機
関
か
ら
の
ご
紹
介
も
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
精
査
入
院
し

て
頂
き
、
的
確
な
診
断
と
治
療
を

行
な
う
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

外
来
で
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
重

症
筋
無
力
症
な
ど
の
神
経
難
病
、

て
ん
か
ん
の
方
も
多
い
で
す
が
、

脳
梗
塞
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
物
忘

れ
（
認
知
症
）、
手
の
ふ
る
え
、

し
び
れ
、
歩
行
障
害
、
筋
力
低
下

な
ど
で
受
診
さ

れ
る
方
の
精
査
、

加
療
も
行
っ
て

い
ま
す
。
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
な

ど
の
神
経
難
病

の
方
に
は
、
当

院
の
充
実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
部
門
と

連
携
し
、
投
薬
調
整
を
か
ね
た
入

院
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。
我
々

は
病
院
と
診
療
所
の
連
携
を
積
極

的
に
す
す
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

初
診
の
方
は
原
則
と
し
て
医
師
の

紹
介
状
を
お
持
ち
い
た
だ
く
の
が

望
ま
し
い
で
す
が
、
な
く
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
臨
床
研
修
病

院
の
一
部
門
と
し
て
、
卒
後
研
修

医
の
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
高
い
診

療
水
準
を
保
つ
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
。

当
院
に
お
い
て
は
、
平
成
２２
年

５
月
に
新
た
に
発
足
し
た
診
療
科

で
す
。
感
染
症
の
種
類
は
幅
広
く
、

肺
炎
、
腸
炎
、
膀
胱
炎
と
い
う
よ

う
な
一
般
的
な
感
染
症
か
ら
、
社

会
的
に
も
問
題
と
な
る
結
核
、
そ

し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
な
ど
の
性
感
染
症
、

海
外
旅
行
中
に
遭
遇
す
る
日
本
に

は
な
い
感
染
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
日
常
的
に
起
こ
り
得
る

多
様
な
感
染
症
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
設
備
や
薬
剤
の
関
係
か
ら
、

す
べ
て
の
感
染
症
に
対
応
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

場
合
は
、
適
切
な
医
療
機
関
へ
の

紹
介
を
円
滑
に

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
か

ら
、
感
染
症
専

門
外
来
を
開
始

し
ま
す
。
毎
週

木
曜
日
午
後
の

み
で
す
が
、
緊

急
の
場
合
は
個
別
に
ご
相
談
の
う

え
で
診
療
い
た
し
ま
す
。
現
在
は

感
染
症
内
科
と
し
て
の
入
院
診
療

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
入
院
中

の
患
者
さ
ま
に
お
い
て
、
感
染
症

に
つ
い
て
の
専
門
的
な
判
断
が
必

要
な
場
合
は
、
主
治
医
と
協
力
し

て
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、病
院
感
染
症（
院
内
感
染
）

に
対
し
て
も
、
専
門
的
な
立
場
か

ら
取
り
組
み
、ま
た
、新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
社
会
的
に
問
題

と
な
る
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
地

域
医
療
機
関
や
保
健
所
と
連
携
し
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

東
京
逓
信
病
院
ニ
ュ
ー
ス

発行／東京逓信病院
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�

専
門
分
野
は
「
お
な
か
の
病

気
」：

消
化
器
癌
（
食
道
癌
、
胃
癌
、

大
腸
癌
、肝
細
胞
癌
な
ど
）
ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
の
除
菌
、

胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、食
道
静
脈
瘤
、

大
腸
ポ
リ
ー
プ
、炎
症
性
腸
疾
患

（
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
）、

慢
性
肝
炎
（
Ｂ
型
、
Ｃ
型
、
自
己

免
疫
性
）、
原
発
性
胆
汁
性
肝
硬

変
等
で
す
。

�

６
つ
の
特
徴：

１
）
丁
寧
な

診
療：

毎
朝
の
回
診
な
ど
。
２
）

緊
密
な
連
携
。
３
）
レ
ベ
ル
の
高

い
急
性
期
診
療
。
４
）
つ
ら
く
な

い
内
視
鏡
検
査
・
治
療
。
５
）
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
チ
ー

ム
医
療：

ご
家
族
の
参
加
も
。

６
）
快
適
な
入
院
病
棟
。

�

実
績：

専

門
外
来
は
毎
日

２
―
３
人
の
医

師
が
担
当
し
、

患
者
数
は
月
延

べ
１
、５
０
０

人
。
第
一
外
科

と
合
わ
せ
た
内

視
鏡
セ
ン
タ
ー

の
年
間
実
績
は
、
胃
カ
メ
ラ

４
、５
０
０
件
、
大
腸
内
視
鏡

２
、５
０
０
件
、
う
ち
大
腸
ポ

リ
ー
プ
は
９
０
０
件
で
す
。
早
期

胃
癌
の
粘
膜
下
層
剥
離
術
（
Ｅ
Ｓ

Ｄ
）
は
過
去
累
計
２
０
０
例
で
す
。

入
院
は
年
間
９
０
０
症
例：

大
腸

疾
患
２
０
０
例
、
炎
症
性
腸
疾
患

２０
―
３０
例
、
肝
疾
患
２
３
０
例
な

ど
多
彩
で
す
。
肝
細
胞
癌
は
外
科

・
放
射
線
科
と
共
同
で
、
肝
切
除
、

ラ
ジ
オ
波
焼
灼
療
法
（
Ｒ
Ｆ
Ａ
）、

酢
酸
注
入
療
法
（
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｔ
）、

抗
癌
薬
併
用
動
脈
塞
栓
療
法
（
Ｔ

Ａ
Ｃ
Ｅ
）
で
加
療
し
、
１０
年
以
上

生
存
例
も
輩
出
し
て
い
ま
す
。
慢

性
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治

療
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

循
環
器
内
科
で
は
、
狭
心
症
、

心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心
疾
患
、

不
整
脈
、
心
不
全
、
心
臓
弁
膜
症
、

高
血
圧
な
ど
、
循
環
器
疾
患
全
般

を
扱
っ
て
い
ま
す
。

虚
血
性
心
疾
患
の
治
療
で
は
、

カ
テ
ー
テ
ル
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ

ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

徐
脈
性
不
整
脈
に
対
す
る
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
治
療
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
循
環
器
疾
患
に
対
し
て

は
薬
物
治
療
も
大
変
進
歩
し
て
お

り
、
適
切
な
内
科
的
薬
物
療
法
に

よ
り
、
大
き
な

効
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
場

合
も
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
当
院

で
は
、
イ
ン

タ
ー
ベ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
手
術
的
な
治
療
法
に
偏
る

こ
と
な
く
、
患
者
さ
ま
一
人
一
人

にevidence

に
基
づ
い
た
最
適

な
治
療
法
の
選
択
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

心
疾
患
の
背
景
に
、
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
な
ど
生
活
習
慣
病
が
あ

る
こ
と
も
多
く
、
総
合
病
院
と
し

て
の
利
点
を
生
か
し
、
内
分
泌
代

謝
内
科
な
ど
と
の
連
携
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

循
環
器
専
門
外
来
は
毎
日
開
い

て
い
ま
す
。
胸
痛
、
動
悸
な
ど
、

気
に
な
る
症
状
の
あ
る
方
は
、
気

軽
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

当
科
は
、
肺
結
核
が
中
心
だ
っ

た
時
代
か
ら
５０
年
以
上
の
歴
史
の

あ
る
科
で
す
が
、
病
気
の
内
訳
は

か
な
り
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
現

在
、
外
来
の
中
心
は
、
長
引
く
咳

（�
慢
性
咳
そ
う
�
の
定
義
は
、
８

週
間
以
上
続
く
咳
で
す
が
）、気
管

支
喘
息
、
喫
煙
な
ど
が
関
連
し
た

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
、

血
液
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、

呼
吸
機
能
検
査
な
ど
で
診
断
し
、

適
切
な
治
療
薬
を
使
う
こ
と
で
、

ほ
ぼ
外
来
の
み
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
が
可
能
な
病
気
で
す
。

一
方
、
入
院
が
中
心
と
な
る
病
気

の
代
表
は
肺
癌
で
す
。
こ
こ
数
年

の
肺
癌
診
療
の

進
歩
は
め
ざ
ま

し
く
、
病
気
の

進
行
度
に
加
え

て
、
癌
細
胞
の

タ
イ
プ
に
よ
る

治
療
選
択（「
個

別
化
医
療
」
と

呼
ば
れ
ま
す
）
が
進
ん
で
き
て
お

り
、
当
院
で
も
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
肺
炎
は
、

抗
菌
薬
治
療
が
中
心
と
な
り
ま
す

が
、
入
院
が
必
要
な
例
、
外
来
治

療
が
可
能
な
例
の
見
極
め
が
重
要

で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
呼
吸
器
内
科
は
、

気
管
支
・
肺
に
関
連
し
た
ア
レ
ル

ギ
ー
、
癌
、
感
染
症
な
ど
、
内
科

の
中
で
最
も
幅
広
い
範
囲
の
病
気

を
扱
う
科
で
す
。
今
流
行
の
総
合

診
療
（
Ｇ
Ｍ
）
的
な
目
が
必
要
な

科
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
は
常
に
研

鑽
し
て
い
ま
す
。
何
か
呼
吸
関
連

の
症
状
が
あ
る
と
き
に
は
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
い

う
病
名
は
御
存
じ
で
す
か
？
尿
検

査
異
常
（
蛋
白
尿
や
血
尿
）、
ネ

フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
、
腎
機
能
低
下

な
ど
を
含
み
ま
す
。
腎
臓
内
科
は
、

こ
れ
ら
を
診
断
治
療
す
る
科
で
す
。

科
学
的
に
最
良
の
治
療
は
、
正

し
い
診
断
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
必
要
に
応
じ
腎
生
検
を

含
む
精
密
検
査
を
行
い
ま
す
。
あ

る
種
の
腎
炎
（
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
）
は
、

扁
桃
摘
出
を
組
み
合
わ
せ
、
完
治

が
期
待
で
き
ま
す
。
ネ
フ
ロ
ー
ゼ

症
候
群
で
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど

の
免
疫
抑
制
療
法
を
行
い
ま
す
。

腎
機
能
低
下
状

態
で
は
、
薬
物

療
法
と
と
も
に

栄
養
士
に
よ
る

食
事
指
導
を
積

極
的
に
行
い
ま

す
。
不
幸
に
も
、

さ
ら
に
腎
機
能

が
低
下
し
た
場
合
、
代
替
療
法
へ

の
移
行
が
必
要
で
す
。
血
液
透
析

で
は
内
シ
ャ
ン
ト
を
造
設
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
安
全
に
行
い
、
適
切
に

透
析
導
入
の
時
期
を
検
討
し
ま
す
。

一
方
Ｃ
Ｋ
Ｄ
で
は
全
身
合
併
症

が
起
こ
り
や
す
く
、
他
科
と
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
他
、
免

疫
成
分
を
取
り
去
る
こ
と
（
血
液

浄
化
療
法
）
で
様
々
な
病
気
が
治

り
、
こ
の
お
手
伝
い
も
し
ま
す
。

腎
臓
は
生
活
に
密
接
し
た
臓
器

で
す
。
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
、

食
道
、胃
、十
二
指
腸
、大
腸
の
内

視
鏡
に
よ
る
検
査
、
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
、
小
腸
に

対
し
て
は
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
検
査
、

小
腸
内
視
鏡
検
査
、
胆
の
う
・
胆

管
や
膵
管
（
膵
臓
）
の
内
視
鏡
検

査
、
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

検
査
は
、
が
ん
検
診
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
で
指
摘
さ
れ
た
異
常
に
対
し

て
の
精
査
、
症
状
の
あ
る
方
に
対

し
て
病
変
の
有
無
の
チ
ェ
ッ
ク
を

目
的
と
し
た
も
の
な
ど
で
す
。
治

療
と
し
て
は
、

食
道
か
ら
大
腸

・
肛
門
ま
で
の

全
消
化
管
の
ポ

リ
ー
プ
や
腫
瘍

（
が
ん
、腺
腫
）

に
対
し
て
の
内

視
鏡
的
切
除
術
、

食
道
静
脈
瘤
の
内
視
鏡
的
治
療
、

内
視
鏡
的
胆
石
除
去
術
、
胃
ろ
う

増
設
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

救
急
外
来
で
は
、
緊
急
内
視
鏡
検

査
や
内
視
鏡
的
止
血
術
も
２４
時
間

体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
主
治
医
と
内
科
系
、

外
科
系
の
内
視
鏡
医
師
が
密
な
連

携
を
取
り
な
が
ら
的
確
な
診
断
と

適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
内
視
鏡
検
査
や
治

療
に
関
し
て
不
明
な
点
や
心
配
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小
児
科
の
対
象
は
通
常
新
生
児

か
ら
中
学
生
ま
で
、
原
因
も
臓
器

も
さ
ま
ざ
ま
な
、
あ
ら
ゆ
る
疾
患

を
診
療
し
て
い
ま
す
。
先
天
異
常

や
遺
伝
性
疾
患
、
思
春
期
特
有
の

悩
み
、
あ
る
い
は
小
児
期
発
症
の

病
気
が
成
人
ま
で
続
い
て
い
る

ケ
ー
ス
に
も
対
応
し
ま
す
。
ま
た

当
科
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
低
身

長
、
川
崎
病
、
ダ
ウ
ン
症
の
各
専

門
外
来
の
ほ
か
、
心
理
士
に
よ
る

心
理
外
来
を
設
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
集
団
生
活
に
入
る
と
、

否
応
な
く
次
々
と
感
染
症
に
か
か

り
ま
す
の
で
、

せ
め
て
防
げ
る

病
気
は
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
小
児

科
で
扱
う
予
防

接
種
は
、
ご
く

代
表
的
な
も
の

だ
け
で
も
１０
種

類
以
上
あ
り
、
予
約
枠
を
十
分
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
病
気
は
急
に
悪
化
す

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

予
約
診
療
を
優
先
し
な
が
ら
も
当

日
受
付
枠
を
設
け
て
お
り
ま
す
の

で
ご
心
配
な
く
。
共
働
き
の
ご
家

庭
が
多
い
の
で
、
可
能
な
範
囲
で
、

軽
症
で
も
入
院
可
能
と
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
健
康
に
関
す
る
こ

と
は
、
ま
ず
小
児
科
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
楽
し
い
子

育
て
の
応
援
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。

精
神
科
は
、
統
合
失
調
症
、
う

つ
病
、
躁
う
つ
病
、
神
経
症
、
適

応
障
害
、
人
格
障
害
、
て
ん
か
ん
、

認
知
症
な
ど
、
精
神
科
全
般
に
わ

た
る
疾
患
に
つ
い
て
、
薬
物
療
法

と
精
神
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２１
年
ま
で
は
精
神
科
病
棟

（
２５
床
の
開
放
病
棟
）
が
あ
り
ま

し
た
が
、
平
成
２１
年
１２
月
末
で
病

棟
が
閉
鎖
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
主
に
う
つ
病
患
者
さ
ま
を

対
象
に
行
な
っ
て
い
た
、
全
身
麻

酔
下
の
無
け
い
れ
ん
通
電
療
法
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ナ
イ
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
昼
間
、
病

棟
か
ら
職
場
や

学
校
に
通
い
、

夕
方
病
棟
に

帰
っ
て
く
る
と

い
う
形
の
入

院
）
も
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
病
棟

が
な
く
な
っ
た
分
、
外
来
治
療
を

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
予
約
制
を
徹
底
さ
せ
、
診
療

待
ち
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
、
時

間
当
た
り
の
予
約
患
者
数
を
な
る

べ
く
少
な
く
し
、
患
者
さ
ま
ひ
と

り
ひ
と
り
に
時
間
を
か
け
て
、
て

い
ね
い
な
診
察
を
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ま
に
は
、
予
約
し
て
来

院
さ
れ
る
こ
と
、
特
に
、
初
診
の

患
者
さ
ま
に
は
、
紹
介
状
を
準
備

し
て
、
予
約
し
て
来
院
さ
れ
る
こ

と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消化器内科
副院長（兼部長）
はしもと なおあき

橋本 直明

循環器内科
部長
ふか つ とおる

深津 徹

呼吸器内科
部長
ひさ だ てつ や

久田 哲哉

腎臓内科
医長
たか の ひで き

�野 秀樹

内視鏡センター
部長
やま ぐち はじめ

山口 肇

小児科
部長
お の まさ え

小野 正恵

精神科
部長
かめやま ともみち

亀山 知道

消
化
器
内
科

呼
吸
器
内
科

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー

精

神

科

循
環
器
内
科

腎
臓
内
科

小

児

科
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日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
は
が

ん
で
あ
り
、
脳
卒
中
（
脳
血
管
障

害
）
は
か
つ
て
は
１
位
で
あ
っ
た

も
の
の
、
現
在
は
年
間
約
１３
万
人

で
第
３
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

脳
卒
中
が
減
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
２０
年
の
統
計

で
は
脳
卒
中
の
患
者
数
は
１
３
４

万
人
で
あ
り
、
す
べ
て
の
が
ん
患

者
数
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
脳
卒
中

の
後
遺
症
で
高
度
の
障
害
を
残
し
、

介
護
を
要
す
る
よ
う
に
な
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
介
護
の
必
要
な

ほ
ぼ
寝
た
き
り
の
方
は
全
国
に

１
０
０
万
人
以

上
お
ら
れ
、
そ

の
原
因
の
４
割

は
脳
卒
中
が
占

め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

事
態
は
高
齢
化

社
会
の
宿
命
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
多

く
の
脳
卒
中
は
予
防
可
能
だ
か
ら

で
す
。
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖

尿
病
、
肥
満
、
喫
煙
、
ア
ル
コ
ー

ル
多
飲
、
運
動
不
足
な
ど
は
い
ず

れ
も
脳
卒
中
を
発
症
さ
せ
る
要
因

で
す
。
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
適

切
な
治
療
を
受
け
、
健
康
的
な
、

規
則
正
し
い
生
活
を
す
れ
ば
、
そ

ん
な
に
脳
卒
中
は
起
こ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
記
の
よ
う
な

基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方
、
そ
う

で
な
く
て
も
気
に
な
る
症
状
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
脳
神
経
外
科

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

東
京
逓
信
病
院
外
科
は
�
救
急

難
民
を
出
さ
な
い
医
療
、
が
ん
難

民
を
出
さ
な
い
医
療
、
誠
意
に
満

ち
た
医
療
�
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
良

悪
性
を
問
わ
ず
消
化
管
、
体
表
、

血
管
の
す
べ
て
に
対
し
、
診
断
か

ら
治
療
ま
で
専
門
医
が
責
任
を

持
っ
て
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

千
代
田
区
の
基
幹
病
院
と
し
て
近

隣
の
地
域
に
根
差
し
た
迅
速
・
丁

寧
な
医
療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

治
療
に
あ
た
っ
て
は
入
院
中
の

み
な
ら
ず
、
退
院
後
も
術
後
経
過

を
丁
寧
に
追
わ

せ
て
い
た
だ
き
、

変
化
の
あ
る
際

は
す
ぐ
に
対
処

す
る
な
ど
、
あ

と
後
ま
で
面
倒

見
の
良
い
外
科

を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。ま
た
、腹

腔
鏡
手
術
や
そ
の
他
の
縮
小
手
術

の
導
入
、
術
後
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
配
慮
し
て
、「
同
じ
効
果
を
得

ら
れ
る
な
ら
患
者
さ
ま
に
で
き
る

だ
け
負
担
の
か
か
ら
な
い
手
術
」

を
念
頭
に
治
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

以
上
を
実
践
し
た
結
果
、
こ
の

３
年
間
で
年
間
手
術
数
が
６
０
０

台
か
ら
９
０
０
台
へ
と
増
加
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
も
更
に
信
頼
さ

れ
る
外
科
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

当
科
で
一
番
重
視
し
て
い
る
こ

と
は
、
患
者
さ
ま
第
一
の
精
査
、

治
療
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
な
お
常
勤
医
は
４
名
で

す
。こ

こ
で
、
当
科
で
行
わ
れ
て
い

る
前
立
腺
肥
大
症
の
内
視
鏡
に
よ

る
治
療
と
前
立
腺
癌
の
超
音
波
に

よ
る
治
療
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
の
内
視
鏡
に
よ

る
標
準
的
治
療
法
は
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｐ
で

す
。
当
科
で
は
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｐ
で
は
な

く
、
前
立
腺
の
切
開
、
蒸
散
、
さ

ら
に
凝
固
を
同
時
に
行
な
う
Ｔ
Ｕ

Ｅ
Ｖ
Ｐ
を
主
に
用
い
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｕ
Ｅ
Ｖ
Ｐ
の
一
番
す
ぐ
れ
て
い

る
点
は
出
血
の

少
な
い
こ
と
で

す
。
お
そ
ら
く
、

当
科
で
は
Ｔ
Ｕ

Ｅ
Ｖ
Ｐ
が
本
邦

で
一
番
行
わ
れ

て
い
る
と
思
い

ま
す
。

転
移
の
な
い
前
立
腺
癌
に
対
す

る
超
音
波
を
用
い
た
低
侵
襲
の
新

し
い
治
療
法
と
し
て
、
高
密
度
焦

点
式
超
音
波
（
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｕ；

ハ
イ

フ
）
治
療
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
科
で
は
、
平
成
２１
年
１
月
よ
り
、

ハ
イ
フ
を
約
４０
人
の
患
者
さ
ま
に

施
行
し
ま
し
た
。
従
来
の
前
立
腺

全
摘
術
に
近
い
治
療
成
績
が
期
待

で
き
ま
す
。
入
院
期
間
も
従
来
の

手
術
療
法
と
比
較
し
て
比
較
的
短

期
間（
３
泊
４
日
で
退
院
）に
な
っ

て
お
り
、
勃
起
能
力
に
対
す
る
影

響
も
少
な
い
た
め
、
患
者
さ
ま
の

満
足
を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
科
で
は
、
肺
・
縦
隔
の
腫
瘍

性
疾
患
、
気
腫
性
肺
疾
患
（
自
然

気
胸
な
ど
）
を
中
心
に
診
断
・
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
悪
性
腫
瘍

で
は
手
術
の
み
な
ら
ず
抗
癌
剤
治

療
・
放
射
線
治
療
な
ど
を
含
め
た

集
学
的
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
術
に
関
し
て
は
、
通
常
の
開
胸

手
術
は
も
ち
ろ
ん
胸
腔
鏡
手
術
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
最
近
で
は

全
手
術
の
約
８０
％
を
胸
腔
鏡
で

行
っ
て
い
ま
す
（
平
成
２２
年
１２
月

に
夕
刊
フ
ジ
で
当
科
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
）。肺
癌

に
対
し
て
は
Ｉ

ａ
期
症
例
を
中

心
に
完
全
胸
腔

鏡
下
手
術
（
最

も
大
き
な
キ
ズ

が
５
�
前
後
）

を
行
っ
て
お
り
、
自
然
気
胸
に
対

し
て
は
２
�
位
の
キ
ズ
１
か
所
だ

け
で
行
う１

port

法
を
開
発
し
、

可
能
な
症
例
に
対
し
て
は
そ
の
方

法
で
行
っ
て
い
ま
す
。
自
然
気
胸

で
は
ほ
と
ん
ど
の
症
例
で
入
院
後

２
日
以
内
に
手
術
を
行
い
、
多
く

が
術
後
３
日
以
内
に
退
院
し
て
い

ま
す
。
肺
癌
に
関
し
て
は
、
多
く

の
症
例
が
病
気
発
見
か
ら
１
カ
月

以
内
に
治
療
を
開
始
し
て
お
り
、

手
術
が
遅
れ
る
こ
と
で
の
病
状
進

行
を
防
い
で
い
ま
す
。

当
科
で
は
脳
血
管
障
害
や
神
経

筋
疾
患
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
ギ

ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
な
ど
）、
整

形
外
科
疾
患
、
呼
吸
器
疾
患
、
そ

の
ほ
か
各
種
疾
患
で
ご
入
院
中
の

患
者
さ
ま
に
対
し
て
必
要
に
応
じ

て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
。
理
学
療
法

（
筋
力
増
強
訓
練
・
関
節
可
動
域

訓
練
・
歩
行
訓
練
等
）、
作
業
療

法
（
上
肢
機
能
訓
練
・
日
常
生
活

動
作
訓
練
・
高
次
脳
機
能
障
害
評

価
訓
練
等
）、
言
語
療
法
（
失
語

症
訓
練
・
構
音
訓
練
・
摂
食
嚥
下

訓
練
等
）
の
す

べ
て
が
可
能
で

あ
り
、
治
療
用

装
具
（
医
療
保

険
を
使
っ
て
作

製
す
る
装
具
）

の
処
方
や
嚥
下

造
影
に
よ
る
嚥
下
機
能
の
評
価
も

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

一
丸
と
な
り
患
者
さ
ま
の
生
活
の

質
向
上
に
つ
な
が
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
急
性
期
病
院
で
あ
り
な
が

ら
少
数
で
す
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
病
床
を
持
ち
合
わ
せ
て

お
り
、
脳
血
管
障
害
を
主
と
し
て
、

当
院
他
科
で
急
性
期
を
過
ご
さ
れ

病
状
の
安
定
し
た
患
者
さ
ま
を
対

象
に
在
宅
復
帰
を
目
指
し
て
引
き

続
き
必
要
な
入
院
訓
練
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

整
形
外
科
は
首
か
ら
足
の
指
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
疾
患
を
扱
い
ま

す
。
こ
の
た
め
当
科
で
は
整
形
外
科

の
主
要
な
分
野
に
つ
い
て
、
経
験
あ

る
医
師
が
専
門
外
来
の
形
で
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

１

四
肢
の
関
節
の
障
害
↓
該
当
す

る
外
来：

膝
・
ス
ポ
ー
ツ
外
来
、

肩
外
来
、
肩
肘
手
外
来
、
リ
ウ
マ

チ
・
股
関
節
外
来

当
科
は
関
節
の
内
視
鏡
（
関
節

鏡
）
を
世
界
で
最
も
早
く
始
め
た

施
設
で
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
ケ
ガ

の
治
療
だ
け
で
な
く
、
中
高
年
の

老
化
に
と
も
な
う
関
節
の
障
害
や

関
節
リ
ウ
マ
チ
に
も
応
用
し
て
い

ま
す
。
部
位
も
膝
だ
け
で
な
く
、

肩
、
肘
、
手
首
、
足
首
な
ど
に
も

行
っ
て
い
ま
す
。

２

神
経
外
科
↓
神
経
外
来

ケ
ガ
な
ど
に
よ
る
神
経
の
麻
痺

に
対
し
て
、
神
経
の
専
門
的
な
検

査
を
行
っ
た
上
で
、
リ
ハ
ビ
リ
や

必
要
な
場
合
に
は
顕
微
鏡
を
用
い

て
神
経
を
治
す
手
術
を
行
っ
て
い

ま
す
。
頚
椎
や
腰
椎
な
ど
背
骨
の

神
経
の
病
気
で
、

薬
や
リ
ハ
ビ
リ
、

神
経
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
手
術
以
外

の
方
法
で
よ
く

な
ら
な
い
場
合

に
も
、
顕
微
鏡

を
用
い
て
出
来

る
だ
け
安
全
で

体
の
負
担
の
少

な
い
手
術
を

行
っ
て
い
ま
す
。

３

手
の
病
期
↓

手
外
来

手
の
病
気
に
は
ケ
ガ
や
老
化
か

ら
生
ま
れ
つ
き
の
異
常
ま
で
多
く

の
種
類
が
あ
る
た
め
、
外
国
で
は

手
専
門
の
科
が
独
立
し
て
い
ま
す
。

当
科
で
も
手
の
専
門
医
に
よ
る
専

門
外
来
を
設
け
て
い
ま
す
。

４

関
節
リ
ウ
マ
チ
↓
リ
ウ
マ
チ
外
来

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
は
、
最

近
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
当

科
で
は
専
門
的
な
検
査
に
よ
っ
て
、

リ
ウ
マ
チ
を
で
き
る
だ
け
早
期
に

発
見
し
、
症
状
に
よ
っ
て
生
物
学

的
製
剤
の
使
用
か
ら
人
工
関
節
置

換
手
術
な
ど
、
一
人
一
人
の
患
者

さ
ん
に
合
っ
た
治
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

５

骨
粗
鬆
症
↓
骨
粗
鬆
症
外
来

骨
粗
鬆
症
は
骨
が
折
れ
る
ま
で

症
状
が
出
な
い
た
め
、
骨
折
し
て

か
ら
気
が
つ
い
た
の
で
は
手
遅
れ

で
す
。
当
科
で
は
専
門
的
な
検
査

に
よ
っ
て
現
在
の
骨
の
量
と
と
も

に
将
来
減
る
か
ど
う
か
を
正
確
に

調
べ
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
、
お

薬
や
注
射
、
運
動
療
法
な
ど
最
適

の
治
療
と
予
防
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１９
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た

救
急
科
は
、
平
日
昼
間
の
時
間
帯

（
８
時
３０
分
か
ら
１７
時
１５
分
ま
で
）

の
救
急
車
搬
入
患
者
さ
ま
の
診
療

を
行
い
ま
す
。
４
名
の
ス
タ
ッ
フ

が
交
代
で
、
２
―
３
名
の
研
修
医
、

２
名
の
看
護
師
と
と
も
に
診
療
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。
専
門
各
科
の

診
療
が
必
要
な
場
合
に
は
速
や
か

に
当
該
科
と
連
携
し
治
療
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
当
科
の

診
療
患
者
数
は
１
６
５
６
名
、
う

ち
入
院
患
者
数

が
５
５
７
名

（
３４
％
）と
な
っ

て
お
り
、
ま
た

今
年
度
は
昨
年

度
を
上
回
る

ペ
ー
ス
で
診
療

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

誰
し
も
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る

身
に
は
な
り
た
く
な
い
も
の
で
す

が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
た
め
ら

わ
ず
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

脳神経外科
副院長（兼部長）
のぐ ち まこと

野口 信

外科
部長
てらしま ひろ お

寺島 裕夫

泌尿器科
部長
た しま あつし

田島 惇

呼吸器外科
部長
なかはら かず き

中原 和樹

リハビリテーション科
医長
こう の まさ こ

	野 昌子

整形外科
部長
おきなが しゅうじ

冲永 修二

救急科
副院長（兼部長）
のぐ ち まこと

野口 信

脳
神
経
外
科

泌
尿
器
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

救

急

科

外

科

呼
吸
器
外
科

整
形
外
科
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皮
膚
科
は
、
部
長
江
藤
の
も
と

川
瀬
、
荒
木
、
相
馬
、
泉
の
５
人

の
ス
タ
ッ
フ
で
、「
明
る
い
皮
膚

科
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
皆
様
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
皮
膚
科
診
療
の

提
供
に
励
ん
で
い
ま
す
。
形
成
外

科
グ
ル
ー
プ
と
活
動
を
と
も
に
し
、

良
好
な
チ
ー
ム
医
療
を
提
供
で
き

て
い
る
の
も
特
徴
で
、
そ
の
様
な

密
な
連
携
は
他
の
病
院
で
は
稀
で

す
。
週
１
回
開
催
し
て
い
る
「
ア

ト
ピ
ー
教
室
」
も
好
評
で
昨
年
１１

月
に
は
朝
日
新
聞
の
「
患
者
を
生

き
る
」
と
い
う
コ
ラ
ム
に
紹
介
さ

れ
、
不
適
切
な

治
療
で
悩
む
多

く
の
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
の

方
々
に
標
準
治

療
の
重
要
性
を

啓
発
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
乾
癬
で
は
、
患
者
会

の
相
談
施
設
と
し
て
も
活
動
し
て

お
り
、
光
線
療
法
や
生
物
学
的
製

剤
に
よ
る
治
療
も
積
極
的
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。
レ
ー
ザ
ー
治
療
も

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
熟
練
し
、
黒
あ

ざ
、
赤
あ
ざ
の
治
療
を
実
施
す
る

な
ど
、
皮
膚
科
の
す
べ
て
の
疾
患

に
チ
ー
ム
で
迅
速
に
対
応
で
き
る

べ
く
努
力
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も

笑
顔
の
「
明
る
い
東
逓
皮
膚
科
」

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

眼
科
で
は
屈
折
矯
正
手
術
・
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
外
の
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
の
眼
科
疾
患
を
対
象
と

し
て
診
療
し
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
松
元
部
長
と
三
嶋
医
師
は
緑
内

障
を
専
門
と
し
て
長
年
診
療
に
従

事
し
て
お
り
、
全
国
か
ら
緑
内
障

患
者
さ
ま
の
紹
介
を
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
三
嶋
医
師
は
毎
週
水

曜
日
の
午
後
に
東
大
眼
科
の
緑
内

障
外
来
も
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

善
本
医
長
は
、

糖
尿
病
網
膜
症

が
主
な
専
門
で

隔
週
水
曜
午
前

中
に
東
大
の
糖

尿
病
外
来
で
指

導
に
当
た
っ
て

い
ま
す
が
、
当
院
で
は
大
島
医
師

・
福
田
医
師
と
と
も
に
糖
尿
病
網

膜
症
だ
け
で
な
く
、
網
膜
の
病
気

一
般
の
診
療
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
最
近
日
本
人
で
増
加
し
て

い
る
加
齢
黄
斑
変
性
症
で
は
、
フ

ル
オ
レ
セ
イ
ン
・
Ｉ
Ｃ
Ｇ
蛍
光
眼

底
検
査
や
Ｏ
Ｃ
Ｔ
検
査
を
駆
使
し
、

正
確
な
診
断
を
行
い
、
治
療
も
抗

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
療
法
と
光
線
力
学
的
療

法
を
組
み
合
わ
せ
て
良
好
な
治
療

成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

形
成
外
科
は
身
体
表
面
の
形
や

色
の
変
化
お
よ
び
機
能
を
手
術
等

で
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
の

質
を
向
上
さ
せ
、
社
会
に
適
応
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
科

で
す
。
例
え
ば
顔
の
傷
な
ど
を
気

に
し
て
引
き
こ
も
っ
て
い
る
人
の

場
合
、
手
術
で
傷
を
目
立
た
な
く

さ
せ
て
積
極
的
な
社
会
生
活
を
お

く
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

扱
っ
て
い
る
疾
患
と
し
て
は
皮

膚
の
良
性
腫
瘍
（
ほ
く
ろ
、
い
ぼ
、

お
で
き
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
熱

傷
、
顔
面
骨
の
骨
折
や
軟
部
組
織

損
傷
、
口
唇
口

蓋
裂
や
手
足
の

先
天
異
常
・
外

傷
、
悪
性
腫
瘍

お
よ
び
そ
れ
に

関
連
す
る
再
建
、

瘢
痕
（
キ
ズ
）

や
ケ
ロ
イ
ド
、

褥
瘡
や
難
治
性
潰
瘍
、
そ
の
他

（
陥
入
爪
、
眼
瞼
下
垂
、
腋
臭
症
な

ど
）
で
す
。
特
に
皮
膚
腫
瘍
（
良

性
、
悪
性
と
も
に
）
は
皮
膚
科
と

の
連
携
の
も
と
に
適
切
な
診
断
、

治
療
を
チ
ー
ム
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
何
か
心
配
な
こ
と
、
気
が

か
り
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

基
本
的
に
保
険
診
療
を
中
心
に

形
成
外
科
一
般
の
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
保
険
の
き
か
な
い
自
費

の
美
容
外
科
等
の
手
術
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

当
科
で
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
全
般

の
診
療
を
行
っ
て
お
り
、
中
で
も

メ
ニ
エ
ー
ル
病
や
良
性
発
作
性
頭

位
め
ま
い
症
な
ど
の
め
ま
い
疾
患
、

突
発
性
難
聴
、
慢
性
中
耳
炎
を
は

じ
め
と
す
る
難
聴
、
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
や
慢
性
副
鼻
腔
炎
な
ど
の

鼻
疾
患
、
慢
性
扁
桃
炎
、
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
に
対
す
る
外
科
的

治
療
、
声
帯
ポ
リ
ー
プ
な
ど
の
声

の
障
害
、
唾
液
腺
や
甲
状
腺
腫
瘍

を
は
じ
め
と
す
る
頸
部
腫
瘍
、
喉

頭
が
ん
や
咽
頭
が
ん
、
舌
が
ん
な

ど
悪
性
腫
瘍
の
診
断
治
療
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
良
性
発

作
性
頭
位
め
ま

い
症
に
お
け
る

浮
遊
耳
石
置
換

法
に
よ
る
治
療

や
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
や
花
粉
症
に
お
け
る
レ
ー

ザ
治
療
は
入
院
の
必
要
の
な
い
治

療
で
あ
り
、
か
つ
高
い
治
療
効
果

を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
耳

鼻
咽
喉
科
で
の
重
要
な
部
分
で
あ

る
頭
頸
部
外
科
領
域
に
関
し
て
は
、

超
音
波
検
査
を
積
極
的
に
行
い
、

診
断
か
ら
治
療
ま
で
を
当
科
で
責

任
を
持
っ
て
行
う
体
制
と
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
一
部
悪
性
腫
瘍
疾

患
に
つ
い
て
は
対
応
が
難
し
い
場

合
が
あ
り
、
癌
研
病
院
と
い
っ
た

専
門
施
設
と
の
連
携
も
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
年
間
３
、５
０
０

件
あ
ま
り
の
手
術
の
中
で
、
局
所

麻
酔
を
除
く
約
２
、４
０
０
件
を

６
名
の
麻
酔
科
医
に
よ
り
麻
酔
を

行
っ
て
い
ま
す
。
麻
酔
は
、
単
に

痛
み
や
意
識
を
取
り
除
く
ば
か
り

で
な
く
、
手
術
中
の
患
者
さ
ま
の

生
命
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

全
身
管
理
と
い
う
重
大
な
責
務
を

担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
術

前
の
患
者
さ
ま
の
情
報
を
可
能
な

限
り
収
集
し
、
時
に
は
術
者
と
も

十
分
に
検
討
し
、
万
全
の
体
制
で

手
術
に
臨
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
全
員
麻
酔
専
門
医
で
、

術
後
経
過
に
も

配
慮
し
た
丁
寧

な
麻
酔
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
麻
酔
科

外
来
で
は
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
設
し
、
年

間
延
べ
２
、５
０
０
人
あ
ま
り
の

患
者
さ
ま
に
対
し
て
痛
み
の
治
療

を
し
て
い
ま
す
。
帯
状
疱
疹
後
神

経
痛
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や
脊
椎

の
変
形
に
よ
る
頸
部
、
肩
、
腰
、

下
肢
の
痛
み
が
最
も
多
い
疾
患
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
痛

み
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
治
療
は

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
を
主
体
と
し
て
い

ま
す
が
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
、
薬
物

療
法
な
ど
総
合
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
悪
性
腫
瘍
に
よ
る
痛
み
の
治

療
（
緩
和
医
療
）
に
も
、
入
院
、

外
来
と
も
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
産
科
診
療
を
休
診
と

致
し
ま
し
た
の
で
、
平
成
１９
年
４
月

１
日
よ
り
診
療
科
名
を
婦
人
科
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

常
勤
医
２
名
、
非
常
勤
医
１
名
で
診

療
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
専
門

色
を
生
か
し
た
婦
人
科
と
し
て
、
よ

り
充
実
し
た
き
め
の
細
か
い
診
療
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

婦
人
科
は
、
女
性
の
一
生
を
通
じ

て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
よ
り
豊
か

な
も
の
と
す
る
た
め
の
診
療
科
で
す
。

そ
の
た
め
思
春
期
、
成
熟
期
、
更
年

期
、
閉
経
期
に
起
こ
る
様
々
な
症
状

（
例
え
ば
、
月
経
不
順
、
月
経
痛
、

過
多
月
経
に
よ
る
貧
血
、
不
正
出
血
、

更
年
期
障
害
、
老
年
期
症
状
な
ど
）

で
お
悩
み
の
方
、
不
妊
症
ま
た
は
そ

の
原
因
と
な
り
う
る
疾
患
（
例
え
ば

子
宮
筋
腫
、
子
宮
内
膜
症
な
ど
）
を

お
持
ち
の
方
、
さ
ら
に
子
宮
ガ
ン
、

卵
巣
ガ
ン
な
ど
の
ご
心
配
の
方
は
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

当
科
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
全
員

が
日
本
産
科
婦

人
科
学
会
専
門

医
で
あ
り
、
秦

部
長
は
日
本
婦

人
科
腫
瘍
学
会

が
認
定
す
る
婦

人
科
腫
瘍
専
門

医
で
あ
る
と
と

も
に
日
本
が
ん

治
療
認
定
機
構

の
定
め
た
が
ん

治
療
認
定
医
で
あ
り
ま
す
。
婦
人
科

の
腫
瘍
性
疾
患
の
診
療
に
関
し
ま
し

て
は
、子
宮
筋
腫
、卵
巣
嚢
腫
、性
器

脱
等
の
良
性
疾
患
に
は
ク
リ
テ
イ
カ

ル
パ
ス
を
導
入
し
、
包
括
医
療
と
し

て
の
入
院
、治
療（
手
術
）を
実
践
し

て
い
ま
す
。
ま
た
腹
腔
鏡
に
よ
る
低

浸
襲
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。
悪
性

疾
患（
主
に
ガ
ン
）で
は
、
子
宮
頚
部

の
初
期
が
ん
に
対
し
て
は
、
短
期
入

院
で
行
う
高
周
波
電
気
メ
ス
に
よ
る

子
宮
温
存
手
術
を
積
極
的
行
っ
て
お

り
、
進
行
が
ん
に
は
手
術
療
法
に
加

え
て
放
射
線
、
化
学
療
法
を
組
み
込

ん
だ
専
門
的
な
治
療
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。現
在
、日
本
婦
人
科
腫
瘍
学
会

で
子
宮
頸
が
ん
、子
宮
体
が
ん
、卵
巣

が
ん
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
編
集
、
発

行
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
科
に
お
い

て
も
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し

た
集
学
的
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
中
高
年
婦
人
の
た
め
の
健

康
管
理
を
主
眼
と
し
た
専
門
外
来
も

週
１
回
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
１６
年
４
月
に
標
榜
科
名
を

歯
科
か
ら
歯
科
口
腔
外
科
に
変
更

し
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
ま
し
た

一
般
歯
科
治
療
の
他
に
、
口
腔
外

科
的
病
変
の
診
療
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
歯

科
治
療
も
、
合
併
症
を
も
っ
た
患

者
さ
ま
が
多
く
な
り
、
院
内
の
他

科
医
師
に
対
診
し
安
全
安
心
な
治

療
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
、
ま

た
、
口
腔
外
科
の
入
院
手
術
は
安

全
確
実
に
心
が
け
、
東
大
口
腔
外

科
と
連
携
を
計
り
万
全
な
体
制
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

当
科
の
対
象
疾
患
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
す
。Ａ
顎
口
腔
外
科
疾

患



埋
伏
歯（
顎
の
骨
の
中
に

埋
ま
っ
て
い
る
親
知
ら
ず
な
ど
）

�

炎
症（
知
歯
周
囲
炎
、顎
骨
骨

膜
炎
、
歯
性
上

顎
洞
炎
な
ど
）

�

外
傷
（
顎

骨
骨
折
、
歯
牙

脱
臼
、
口
腔
内

の
裂
傷
な
ど
）




嚢
胞（
顎

骨
内
に
で
き
る

嚢
胞（
粘
液
が

溜
ま
っ
た
袋
）の
摘
出

�

顎

口
腔
腫
瘍（
良
性
）
�

顎
の
変

形（
上
下
顎
前
突
症
）
Ｂ

一
般

歯
科
疾
患（
虫
歯
、歯
周
病
、義
歯
）

特
に
心
疾
患
、
糖
尿
病
、
脳
血
管

障
害
、
肝
臓
病
、
血
液
疾
患
な
ど

の
基
礎
疾
患
が
あ
り
一
般
開
業
医

で
は
、
敬
遠
さ
れ
る
患
者
様
お
よ

び
入
院
患
者
様
の
治
療
に
重
点
を

置
い
て
い
ま
す
。
Ｃ

歯
科
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
（
経
験
豊
富
な
医
師
が

担
当
い
た
し
ま
す
）
Ｄ

顎
関

節
症
（
口
を
開
閉
す
る
と
顎
が
痛

い
な
ど
）
Ｅ

睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
の
歯
科
的
治
療

ま
た
当
科
で
は
、
衛
生
士
が
主

体
と
な
り
、
病
棟
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
専
門
的
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

皮膚科
部長
え とう たかふみ

江藤 隆史

眼科
部長
まつ もと しゅん

松元 俊

形成外科
主任医長
と ね がわ まもる

利根川 守

耳鼻咽喉科
部長
や ぎ まさ と

八木 昌人

麻酔科
部長
ひらいし てい こ

平石 禎子

婦人科
部長
はた ひろ き

秦 宏樹

歯科口腔外科
主任医長
みや うち たかし

宮内 孝

皮

膚

科

形
成
外
科

麻

酔

科

歯
科
口
腔
外
科

眼

科

耳
鼻
咽
喉
科

婦

人

科

第１００号（４）平成２３年４月１日



薬
剤
部
で
は
、
患
者
さ
ま
に
安

全
で
効
果
的
な
薬
物
治
療
を
受
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
薬
に
関

す
る
様
々
な
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
外
来
患
者
さ
ま
の
お
薬

に
関
し
て
は
、
患
者
さ
ま
が
受
診

さ
れ
て
い
る
他
の
病
院
、
診
療
所

と
の
お
薬
の
重
複
、
相
互
作
用
を

防
止
す
る
観
点
か
ら
、
院
外
処
方

せ
ん
で
の
対
応
を
取
ら
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
院
外

処
方
せ
ん
に
関
し
て
も
、
薬
剤
師

が
処
方
を
確
認
し
て
発
行
し
て
お

り
ま
す
。

入
院
さ
れ
た

患
者
さ
ま
に
対

し
て
は
、
薬
剤

師
が
す
べ
て
の

薬
に
対
し
て
、

薬
剤
師
の
立
場

か
ら
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
当
薬

剤
部
に
は
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導

士
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
専
門

療
養
士
、
か
ん
薬
物
療
法
認
定
薬

剤
師
、
漢
方
薬
生
薬
認
定
薬
剤
師
、

健
康
食
品
管
理
士
な
ど
、
多
く
の

専
門
性
に
富
ん
だ
薬
剤
師
が
在
籍

し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
注
射

薬
に
関
し
て
は
、
無
菌
的
な
環
境

の
も
と
、
多
く
の
注
射
薬
を
調
製

し
て
お
り
ま
す
。
患
者
さ
ま
が
安

心
、
信
頼
し
た
薬
物
治
療
が
お
受

け
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
勤
め
て

お
り
ま
す
。

当
院
人
間
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は
、

昨
年
９
月
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
平
成
２３
年
度
４

月
よ
り
、平
日
男
性
５０
人（
水
曜
日

の
女
性
日：

３２
人
）を
検
診
し
、が

ん
や
代
謝
異
常
な
ど
の
疾
患
を
早

期
に
見
出
し
、
随
時
診
療
科
に
紹

介
を
す
る
態
勢
を
取
っ
て
い
ま
す
。

面
談
時
に
は
当
日
の
暫
定
結
果
を

踏
ま
え
、
生
活
面
で
の
諸
注
意
事

項
や
診
療
科
で
の
診
察
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
お
話
な
ど
を
し
て
お

り
ま
す
。
検
査
項
目
と
し
ま
し
て

は
、胃
透
視（
胃
カ
メ
ラ
は
１０
名
ま

で
）、胸
部
Ｘ
―
Ｐ
、採
血
、採
尿
、

呼
吸
機
能
検
査
や
心
電
図
検
査
、

検
便
検
査（
大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク
）、

腹
部
超
音
波
検
査
（
臓
器
の
異
常

チ
ェ
ッ
ク
）
が

あ
り
、
さ
ら
に

女
性
で
は
子
宮

が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診
を
追

加
し
、
こ
れ
ら

を
総
合
的
に
施

行
す
る
こ
と
で
、

検
診
者
の
健
康

状
態
が
現
在
ど

う
で
あ
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

ま
た
、肺
が
ん
ド
ッ
ク
、脳
ド
ッ

ク
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
備

え
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
検
診
の
希
望

者
が
多
く
、
４
月
の
時
点
で
既
に

計
画
人
員
を
超
え
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
変
更
が
全
く
出
来
な
い
状
況

で
す
。
医
師
、
看
護
師
、
放
射
線

科
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
そ
れ
を

支
え
る
事
務
職
員
を
配
置
し
、

キ
ャ
ン
セ
ル
無
く
一
日
を
無
事
に

検
診
で
き
る
万
全
の
体
制
で
お
持

ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
検
査
終
了
後
の
お
食
事

は
カ
ロ
リ
ー
を
抑
え
た
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

放
射
線
科
は
診
断
部
門
と
治
療

部
門
と
が
あ
り
ま
す
。
診
断
部
門

で
は
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
、

血
管
造
影
、
Ｒ
Ｉ
、
超
音
波
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
最
新
鋭
の

機
器
を
用
い
て
、
低
被
ば
く
で
高

画
質
な
画
像
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
読
影
が
必
要
な
画
像
に
つ

い
て
は
放
射
線
科
専
門
医
が
診
断

し
、
必
要
な
検
査
や
治
療
方
針
に

つ
い
て
有
用
な
情
報
を
各
科
医
師

に
配
信
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
肺

癌
検
診
、
脳
ド
ッ
ク
も
行
っ
て
い

ま
す
。
治
療
部
門
で
は
、
特
に
放

射
線
治
療
に
お

い
て
機
器
の
精

度
管
理
を
綿
密

に
行
い
精
度
の

高
い
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｒ
Ｉ
用

を
い
た
内
用
療
法
で
は
骨
転
移
の

疼
痛
緩
和
治
療
や
甲
状
腺
の
バ
セ

ド
ウ
病
治
療
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
画
像
診
断
技
術

を
応
用
し
た
Ｉ
Ｖ
Ｒ
で
は
経
皮
的

椎
体
形
成
術
（
骨
セ
メ
ン
ト
療

法
）、
肝
癌
の
化
学
塞
栓
療
法
や

ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
な
ど
低
侵
襲
的

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

当
放
射
線
科
で
は
常
時
緊
急
検
査

に
対
応
し
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
等
予
約

検
査
待
ち
解
消
に
も
努
め
て
い
ま

す
。

医
師
が
病
気
を
診
断
し
治
療
し

て
い
く
た
め
に
は
、
患
者
さ
ま
の

か
ら
だ
の
状
態
を
知
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
か
ら
だ
の
状
態
を

知
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
様
々
な
サ
イ
ン
を
確
認
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
様
々

な
サ
イ
ン
を
確
認
す
る
た
め
に
診

察
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
確

か
め
る
た
め
に
臨
床
検
査
が
お
こ

な
わ
れ
ま
す
。
患
者
さ
ま
の
か
ら

だ
か
ら
出
る
サ
イ
ン
は
、
様
々
な

形
で
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
体
内
を
流

れ
て
い
る
血
液
や
人
体
か
ら
排
出

さ
れ
た
尿
・
便
の
中
の
成
分
の
分

析
、
ま
た
体
に
電
極
等
を
装
着
し

た
り
、
超
音
波

を
利
用
し
て
体

の
状
態
を
物
理

的
に
調
べ
る
生

理
検
査
な
ど
に

あ
ら
わ
れ
て
き

ま
す
。
こ
れ
ら

の
サ
イ
ン
を
検

査
を
通
し
て
把
握
し
、
病
気
の
原

因
の
追
求
を
行
う
こ
と
が
臨
床
検

査
の
重
要
な
役
割
で
す
。
臨
床
検

査
は
病
気
の
診
断
だ
け
で
な
く
、

治
療
の
方
針
を
決
め
る
大
き
な
手

助
け
に
も
な
り
ま
す
。
治
療
経
過

の
確
認
や
重
症
度
の
判
定
、
回
復

の
度
合
い
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
臨
床
検
査
科
の
ス
タ
ッ

フ
は
検
査
医
２
名
、
臨
床
検
査
技

師
３７
名
で
す
。
常
に
新
し
い
知
識

・
技
術
の
習
得
に
努
め
、
迅
速
か

つ
正
確
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
つ
つ
、

患
者
さ
ま
に
安
心
し
て
検
査
を
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。

栄
養
管
理
室
で
は
、
病
気
の
治

療
、
回
復
、
合
併
症
の
予
防
を
目

指
し
、
栄
養
面
か
ら
患
者
さ
ま
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
や
慢
性
疾
患
、
手

術
後
な
ど
で
食
事
療
法
を
必
要
と

す
る
患
者
さ
ま
を
対
象
に
、
栄
養

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
人
指

導
（
予
約
制
）
の
他
、
グ
ル
ー
プ

で
受
講
し
て
い
た
だ
く
外
来
教
室

や
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
、
糖
尿
病
の
教
育
入
院
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
指
導

・
集
団
指
導
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
、

１５
分
程
度
で
気
軽
に
受
け
て
い
た

だ
け
る
外
来
栄
養
相
談
（
予
約
不

要
）
が
あ
り
ま
す
。（
栄
養
指
導
は

医
師
の
指
示
が

必
要
で
す
。
栄

養
指
導
を
ご
希

望
の
場
合
は
担

当
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。）

入
院
中
の
お

食
事
で
は
、
常

食
の
方
を
対
象

に
毎
食
２
種
類

の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
し
、
楽
し

み
の
ひ
と
つ
と
し
て
年
間
行
事
に

合
わ
せ
た
行
事
食
や
月
１
回
お
弁

当
献
立
（
富
士
見
弁
当
）
を
設
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
治
療
に
伴
う

食
欲
低
下
や
嚥
下
困
難
が
あ
る
場

合
は
、
ベ
ッ
ト
サ
イ
ド
に
伺
い
食

事
調
整
も
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
チ
ー
ム
医
療
へ
も
積
極

的
に
参
画
し
て
お
り
、
栄
養
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）、
褥

瘡
対
策
チ
ー
ム
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
等
で
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
回

診
に
お
い
て
、
医
師
や
看
護
師
な

ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
患
者
さ

ま
の
よ
り
よ
い
栄
養
管
理
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

身
体
の
病
気
が
疑
わ
れ
る
場
所

か
ら
採
取
さ
れ
た
細
胞
や
組
織
を
、

顕
微
鏡
で
見
て
診
断
す
る
の
が
病

理
診
断
科
の
主
な
仕
事
で
す
。
多

く
の
疾
患
で
病
理
診
断
が
最
終
的

な
決
め
手
と
な
る
た
め
「
最
後
の

診
断
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
病
理
診

断
に
は
、
�
細
胞
診
、
�
生
検
組

織
診
断
、�
手
術
材
料
の
診
断
、�

手
術
中
の
迅
速
診
断
、
�
病
理
解

剖
が
あ
り
、
院
内
の
臨
床
各
科
が

扱
っ
て
い
る
全
身
の
臓
器
・
組
織

が
全
て
診
断
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

病
理
専
門
医
は
日
本
に
約

２
、０
０
０
名
し
か
お
ら
ず
、
常

勤
病
理
医
の
い
な
い
病
院
の
方
が

多
い
の
が
現
状

で
す
。
病
院
に

病
理
専
門
医
が

い
る
こ
と
は
、

１
）
病
理
診
断

結
果
が
早
く
出

る
、
２
）
病
理

医
と
臨
床
医
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
る
（
何
か
疑
問
が

あ
っ
た
場
合
に
す
ぐ
に
連
絡
が
と

れ
る
／
お
互
い
の
情
報
交
換
が
密

に
な
る
／
診
断
の
精
度
管
理
が
し

や
す
く
、
す
ぐ
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
る
／
臨
床
各
科
と
病
理
と

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
多
く
開
か

れ
る
）、
３
）
術
中
迅
速
診
断
が

で
き
る
、
４
）
病
理
解
剖
を
実
施

し
、
病
院
の
医
療
の
質
を
検
証
し

て
い
る
、
な
ど
大
き
な
意
味
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
東
京
逓
信
病
院

で
は
「
病
理
外
来
」
を
開
設
し
、

病
理
診
断
に
関
す
る
ご
質
問
に
病

理
専
門
医
が
直
接
お
答
え
し
て
い

ま
す
。

新
任
医
師
紹
介

☆
平
成
２３
年
１
月
１
日
付
採
用

眼科 医師
おおしま ひろ み

大島 博美

本
年
１
月
に
千
葉
県
の
病
院
よ
り
異
動
し
て
参

り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皮膚科 医師
いずみ ゆう こ

泉 祐子

本
年
１
月
よ
り
皮
膚
科
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

皮
膚
の
分
野
で
皆
様
の
お
役
に
立
て
た
ら
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福岡 修（耳鼻咽喉科医師）

池田 賢司（内科医師）

冨田 雄介（脳神経外科医師）

角 大治朗（皮膚科医師）

小柳 尚子（放射線科医師）

当院を退職しました

★平成２３年３月３１日付退職

鈴木 淳子（小児科部長）

寺田さとみ（内科医長）

北川 剛（第一外科医長）

喜納 五月（第二外科医長）

小野 雅典（整形外科医師）

大嶋 浩文（整形外科医師）

薬剤部
部長
やまむら よしかず

山村 喜一

人間ドックセンター
部長
もり た ひろよし

森田 博義

放射線科
部長
これなが たて お

是永 建雄

臨床検査科
副院長（兼部長）
はしもと なおあき

橋本 直明

栄養管理室
副院長（兼室長）
みや ざき しげる

宮崎 滋

病理診断科
部長
た むら こういち

田村 浩一

薬

剤

部

放
射
線
科

栄
養
管
理
室

人
間
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

臨
床
検
査
科

病
理
診
断
科

平成２３年４月１日（５）第１００号
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人
口
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

医
療
に
お
い
て
は
、「
治
す

医
療
」
か
ら
、
病
を
抱
え
な

が
ら
生
活
す
る
患
者
さ
ま
、

ご
家
族
へ
「
治
し
支
え
る
医

療
」
が
進
ん
で
い
く
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療

制
度
改
革
等
に
よ
り
、
看
護

師
の
活
躍
の
場
所
も
病
院
か

ら
地
域
、
在
宅
へ
と
広
が
っ

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ま
が
、

ど
う
病
気
・
病
態
と
向
き

合
っ
て
い
る
か
患
者
さ
ま
や

ご
家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添

い
、
食
事
、
排
泄
、
更
衣
や

移
動
動
作
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
患
者
さ
ま
の
�
生
活
の

場
�
に
着
眼
し
た
方
法
を
患

者
さ
ま
や
ご
家
族
と
と
も
に

考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
、
病

院
と
ご
自
宅
を
つ
な
げ
る
看

護
の
提
供
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

当
看
護
部
は
、「
心
が
か

よ
い
信
頼
さ
れ
る
看
護
を
提

供
し
ま
す
。」
と
い
う
看
護

理
念
を
基
に
、
責
任
の
自
覚

と
自
立
・
自
律
性
の
高
い
看

護
師
の
育
成
、
判
断
力
の
優

れ
た
看
護
師
の
育
成
並
び
に
、

患
者
さ
ま
お
一
人
お
一
人
の

生
き
る
力
を
引
き
出
す
よ
う

な
快
適
な
療
養
環
境
創
り
や

チ
ー
ム
医
療
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
医

師
、
看
護
師
、
他
職
種
間
の

つ
な
が
り
を
強
め
、
患
者
さ

ま
の
意
思
を
尊
重
し
、
安
全

で
安
心
し
て
頂
け
る
質
の
高

い
看
護
の
提
供
に
向
け
、
看

護
部
委
員
会
活
動
、
専
門
看

護
師
、
認
定
看
護
師
の
活
動

に
よ
り
、
専
門
的
知
識
や
技

術
の
習
得
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
看
護
師
一
人
一
人

の
力
は
微
力
で
も
、
チ
ー
ム

で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
よ
い
看
護
の
提
供
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
多
く
の
患
者
さ
ま
に

「
受
診
し
て
よ
か
っ
た
」﹇
入

院
し
て
よ
か
っ
た
﹈
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
看
護
を
実
践

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

前
回
の「
け
ん
こ
う
家
族
」

で
、
私
は
、
認
知
症
の
兆
候

と
し
て
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
い

こ
と
、
そ
れ
も
、
は
じ
め
は

最
近
の
記
憶
が
障
害
さ
れ
、

新
し
い
こ
と
を
覚
え
ら
れ
な

い
こ
と
、
そ
し
て
、
徐
々
に

古
い
記
憶
も
障
害
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
記

憶
の
障
害
が
、
認
知
症
の
初

期
症
状
な
の
か
、
正
常
な
加

齢
現
象
な
の
か
の
区
別
は
、

そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
教
科
書
に
は
簡
単

に
区
別
が
つ
く
か
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
初
期

の
軽
度
の
認
知
症
を
正
確
に

診
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

ま
た
、
記
憶
の
障
害
は
、

認
知
症
以
外
に
、
う
つ
病
の

症
状
と
し
て
出
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
う
つ
病

で
は
、
気
分
が
沈
ん
で
、
落

ち
込
ん
で
憂
う
つ
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
物
事
を
す
る
の

が
お
っ
く
う
に
な
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
行
動
が
お
っ
く
う

に
な
る
わ
け
で
す
が
、
思
考

も
お
っ
く
う
に
な
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
う
つ
病
の
患

者
さ
ま
は
、
頭
の
働
き
が
悪

く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。「
覚

え
ら
れ
な
い
」、「
集
中
で
き

な
い
」、「
判
断
力
が
鈍
っ
て

い
る
」
と
言
い
、「
認
知
症

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
不
安
に
思
っ
て
い
る
う
つ

病
の
患
者
さ
ま
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

し
か
し
、
う
つ
病
の
患
者

さ
ま
の
記
憶
の
障
害
、
思
考

の
障
害
は
う
つ
病
が
治
る
と

良
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
が
、

本
当
の
認
知
症
と
は
違
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
認
知
症

の
診
断
に
は
、
日
常
生
活
に

現
わ
れ
る
記
憶
障
害
だ
け
で

な
く
、
頭
の
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

な
ど
の
画
像
で
脳
の
萎
縮
の

程
度
を
客
観
的
に
評
価
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
し
か
し

画
像
診
断
で
わ
か
る
脳
の
萎

縮
も
、
軽
度
で
あ
れ
ば
、
認

知
症
の
初
期
か
正
常
な
加
齢

現
象
か
の
区
別
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
私
は
、
認
知
症

の
初
期
症
状
な
の
か
、
正
常

な
加
齢
現
象
な
の
か
の
区
別

が
つ
き
に
く
い
人
を
、「
認

知
症
予
備
軍
」
と
考
え
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

脳
の
萎
縮
と
い
え
ば
、
私

は
、
平
成
１３
年
９
月
２４
日
の

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ

の
日
は
祝
日
で
、
駅
の
近
く

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
間
か
ら

弟
と
大
酒
を
飲
ん
で
い
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
に

い
く
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、

二
人
が
気
づ
い
た
時
に
は
開

演
時
間
が
迫
っ
て
い
た
た
め
、

あ
わ
て
て
二
人
で
駅
の
階
段

を
走
っ
て
上
り
ま
し
た
。
私

は
か
な
り
酔
っ
て
お
り
、
階

段
で
転
ん
で
前
額
部
の
動
脈

を
切
り
、
救
急
車
で
当
院
に

運
ば
れ
ま
し
た
。
念
の
た
め

撮
っ
た
頭
の
Ｃ
Ｔ
の
写
真
を

見
て
、
愕
然
と
し
ま
し
た
。

脳
萎
縮
が
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
時
か
ら
、
私
は
認
知
症

予
備
軍
だ
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
、
救
急

車
で
当
院
の
急
患
室
に
運
ば

れ
、
顔
の
傷
の
処
置
を
し
て

も
ら
っ
た
時
に
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
を
多
量
に
飲
ん
で
い

た
こ
と
は
ば
れ
て
い
な
い
と

思
い
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
後
で
当
日
急
患
室
の

担
当
で
あ
っ
た
看
護
師
さ
ん

に
、「
実
は
秘
密
に
し
て
い
た

け
れ
ど
、
あ
の
日
は
昼
か
ら

酒
を
飲
ん
で
い
た
ん
だ
よ
。」

と
話
し
た
と
こ
ろ
、
大
笑
い

さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
が
言
う

に
は
、
あ
の
日
、
急
患
室
に

入
っ
て
き
た
私
の
第
一
声
が
、

大
声
で
、「
俺
は
飲
ん
で
は

い
な
い
ぞ
。」だ
っ
た
の
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
一
言
で
、
急

患
室
に
い
た
職
員
は
、
す
べ

て
を
理
解
し
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
す
。

次
回
は
、「
認
知
症
予
備

軍
」
の
私
が
心
が
け
て
い
る

生
活
の
工
夫
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

認認
知知
症症
にに
なな
らら
なな
いい
たた
めめ
にに

認
知
症
の
診
断

第２回

交通の
ご案内

●JR「総武線」飯田橋駅西口 徒歩５分
●地下鉄「有楽町線・南北線」飯田橋駅B２a出口 徒歩約６分
●地下鉄「東西線・大江戸線」飯田橋駅A４出口 徒歩約９分

診 療 科
内科、内分泌・代謝内科、血液内科、神経内科、感染症内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、呼吸器内科、精神科、
外科、呼吸器外科、脳神経外科、整形外科、婦人科、小児科、眼科、皮膚科、形成外科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、放
射線科、麻酔科、リハビリテーション科、歯科口腔外科、救急科、病理診断科

外来診療日
●月曜日～金曜日（祝日及び年末年始を除く。）
※診療科によりましては、診療しない曜日があります。
※土曜日、日曜日、祝日、年末年始及び夜間は、時間外
（急患）診療を行っています。

診療受付時間
診療は予約されている患者さまが優先されます。予約

なしでご来院された場合は、当日の予約をお取りします
が、予約の空きがない場合は、診療の受付ができないこ
とがあります。（急患及び紹介状をお持ちの方を除きま
す。）できるだけ事前にご予約をお取りください。

８：３０～１１：００まで

１２：３０～１４：３０まで

８：００～１６：００まで

※初めて来院された方、予約のない方は、窓口へお越し
ください。
※診療科により休診の時間帯があります。
診療の予約をされた方で、初めてご利用される方及び

初めて受診される診療科をご利用される方は、予約時間
の３０分前までにご来院ください。

午前の診療

午後の診療

自動受付機（予約のある方のみ）

窓口

予約の方法・予約受付の時間帯等
●電話での予約…９：００～１７：００
●電話番号………………０３‐５２１４‐７３８１
※外来診療日に限ります。
※ご希望の日時に予約できないことがありますので、
ご容赦願います。

予約の受付開始時期等
●受付開始日…………予約希望日の３ヵ月前
●受付締切日…………予約日の前日の１７時まで
●変更・取消し………予約日の前日の１７時まで
※外来診療日に限ります。
※取消しの場合は、上記の日時後であってもご連絡く
ださい。

時間外（急患）診療
休日や夜間に急病になったときは、時間外（急患）診

療がご利用いただけます。
電話で連絡の上、ご来院ください。

●連絡先…………………０３‐５２１４‐７７６８
（救急診療室）

ナース
ステーション

看護部
部長
ほん ま よし こ

本間 佳子

東京逓信病院のご利用案内 ～全科診療予約制を実施しています～

より充実した紙面にするため読者の皆さま
からのご意見ご要望をお待ちしております。

〒１０２―８７９８ 東京都千代田区富士見２―１４―２３
東京逓信病院経営管理課「けんこう家族」編集部
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メールアドレス admin@tth-japanpost.jp
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〜
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